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　道では、道民の皆さんがより豊かで明るい生活ができる住みよい地域社会を作るため、次のしくみ
によって仕事をしています。

職員の進退及び身分並びに道の歳入歳出予算に
関する業務を行っています。総 務 部

道 民

道 議 会

提 案

議 決

選 挙

（議決機関）

（執行機関）

選 挙

事 務 局

知 事 副 知 事

道費の支払いや物品購入等の競争入札参加資格審査
の業務を行っています。出 納 局会計管理者

土地等の収用又は使用に係る損失補償などについて審査し採決
する等の業務を行っています。

鉱工業・商業・サービス業・観光の振興、雇用労働施策の
総合調整、人材の育成・誘致等に関する業務を行っています。経 済 部

選挙が正しく公平に行われるよう管理指導する業務を行っています。

北海道警察の運営を管理する業務を行っています。

環境保全及び道民の日常生活の安定向上に関する
業務を行っています。環境生活部

道営電気事業及び工業用水道事業に関する業務を
行っています。

病院事業に関する業務を行っています。

企 業 局

道立病院局

公営企業管理者

病院事業管理者

教 育 長教育委員会

選挙管理委員会各種委員会

監 査 委 員

人事委員会

労働委員会

収用委員会

連合海区漁業
調 整 委 員 会

海 区 漁 業
調整委員会

内水面漁場
管理委員会

公安委員会

北海道が管轄する10海区の海域内の漁業調整を図るための審議
等を行っています。

水産業・漁村振興及び森林づくりに関する業務を
行っています。水産林務部

職員の採用や給与に関する勧告などの業務を行っています。

重要政策の企画、地域振興、広報、統計等に関する
業務を行っています。総合政策部

道路、河川、港湾、その他土木、住宅、建築及び
都市の整備に関する業務を行っています。建 設 部

北海道が管轄する海面の漁業調整を図るための審議等を行っています。

農業・農村の振興や食の安全・安心に関する業務
を行っています。農 政 部

道の財務や経営に関する監査、行政監査等を行っています。

保健衛生や社会福祉、社会保障等に関する業務を
行っています。保健福祉部

学校教育・社会教育を始め教育全般にわたる業務を行っています。

北海道の内水面の水産動植物の採捕及び増殖に係る審議等を行っています。

所管地域（空知・石狩・後志・胆振・日高・渡島・檜山・
上川・留萌・宗谷・オホーツク・十勝・釧路・根室）にお
いて、知事の権限に属する各種の業務を行っています。

総合振興局
・ 振 興 局

労働組合・労働者と使用者間の紛争の調整、不当労働行為の
審査等の業務を行っています。
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歳入（道の収入）

歳出（道予算のつかいみち）

道民一人

当たりに

使われる

お金は？

道税の

内訳は？

地方交付税

6,060億円 22.0%

道税

5,986億円 21.8%

諸収入

1,854億円 6.8%

国庫支出金

3,189億円

11.6%

分担金及び負担金 114億円 0.4%

使用料及び手数料 245億円 0.9%

繰入金 261億円 1.0%

財産収入・その他

88億円 0.3%

地方特例交付金・

交通安全対策特別交付金

28億円 0.1%

地方譲与税

970億円 3.5%

道債

6,584億円

23.9%

地方消費税清算金

2,119億円 7.7%

２兆7,498億円
100.0％

国 か ら 入 る お 金

道 に 直 接 入 る お
金

2兆7,498億円
100.0％

　公債費

7,484億円 27.2％

教育費

4,034億円 14.7％

保健福祉費・

環境生活費 

4,070億円 14.8％

建設費

2,260億円 8.2％

経済費

1,332億円 4.9％

農政費・水産林務費費

1,867億円 6.8％

その他

6,451億円

23.4%

道の予算と道税の内訳Ⅰ－ 2

※予算額は当初予算額です。

●　地方交付税

●　国庫支出金

●　地方譲与税

●　地方特例交付金

●　道債

　地方公共団体間の財政格差をなくし、バランス
のとれた地方行政が行われるように、国が財源の
不足する地方公共団体に対して、所得税・法人税
の33.1％、酒税の50％、消費税の22.3％、地方
法人税の全額を配分するものです。

　地方公共団体が行う社会保障や教育、公共事業
などの特定の仕事に対して国が支出するもので、
補助金や負担金などと呼ばれています。

　国税として徴収された特定の税を、一定
の配分に基づいて地方公共団体に譲与する
もので、道に対しては地方法人特別譲与
税、地方揮発油譲与税、石油ガス譲与税、
航空機燃料譲与税があります。

　地方税の代替的な性格を有し、全地方公共団体
に交付されます。

　道が、公共施設、学校等の大規模な建設
事業や災害復旧事業などを行う場合の財源
不足を補うために、銀行などから借り入
れるものです。平成28年度末の道債残高
は、一般会計及び特別会計の総額で約６兆
円です。
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道税の内訳（平成30年度税収入予算額）

個人道民税

1,486億円 24.8%

法人道民税

205億円 3.4%

道民税利子割

18億円 0.3%

個人事業税

47億円 0.8%

法人事業税

1,174億円 19.6%
地方消費税

1,340億円 22.4%

不動産取得税

165億円 2.8%

道たばこ税

73億円 1.2%

ゴルフ場利用税

16億円 0.3%

自動車取得税

93億円 1.5% 軽油引取税

572億円 9.6%

自動車税

771億円 12.9%

その他の税

26億円 0.4%

5,986億円
100.0%

公債費

139,354円

教育費

75,114円

建設費
（道路・河川・住宅の充実など）

42,072円

その他
（議会・総務・警察費など）

120,101円

経済費
（中小企業対策、工業・観光の振興など）

24,802円

農政費・水産林務費
（農・林・水産業の振興など）

34,752円

保健福祉費・環境生活費
（環境保全、福祉・医療の充実、安全対策など）

75,793円
道民一人当たりに
使われるお金

511,988円

※　北海道の登録人口

　　　5,370,807人

平成29年１月１日末の住民基本台帳及び
外国人登録に記載されている人数の合算

（億円）
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511,337

26%

22%

52%

502,141
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52%

466,619
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436,076

29%

22%

49%

424,777

29%

22%

49%

道民一人当たりの租税負担額

24年度 25年度 26年度 27年度 28年度

※　26年度から28年度までは決算額、29年
　度は最終予算額、30年度は当初予算額

※　現年課税額ベース


